
 
 
 
 
 
 
 

 先日、友達のサンドラさんの招待で、彼女のいとこの結婚式に出席し

ました。初めてのブラジルの結婚式ということで、準備するものや服装

など、わからないことばかりでしたが、無事に行ってくることができま

した。そこで、ブラジルの結婚式の様子を紹介します。 

 まず、日本の結婚式で必ず用意するのがご祝儀。しかしブラジルでは、 

ご祝儀はなく、プレゼントを贈ります。服装は、男性はスーツで、女性はロングドレスがほとんどで

した。結婚式は午後５時開始予定でしたが、そこはやはりブラジル。遅れて５時半頃から始まりまし

た。教会の中は約６００人の参列者でいっぱいでした。まずは両家の親族のみなさんによる入場。花

嫁が歩く前に、バージンロードを次々とカップルで入場してきたのには、とても驚きました。その次

に、新郎新婦のリングを神父さんに渡す役の子どもが入場。小さな花婿＆花嫁のようで、とてもかわ

いかったです。最後に新婦と彼女の父親がバージンロードを歩き、父親から新郎にバトンタッチ。あ

とは、日本の結婚式の流れとほぼ同じでした。ただ、誓いの言葉は、牧師さんに続いて全部言わなけ

ればいけないようでした。そして、式が終了。今度もまた両家の親族のみなさんから退場です。新郎

新婦にあいさつをし、女性はバラを一輪受け取って退場します。最後に、新郎新婦が参列者に祝福さ 

れながら退場しました。約１時間半の結婚式も無事に終わり、次に結婚

披露パーティの会場へと車で移動しました。 

 パーティ会場での席は自由。午後９時頃、新郎新婦が会場に入るまで

は、前菜を食べる⇒飲む⇒誰かに紹介される⇒食べる⇒飲む⇒知り合っ

た人と話す…の繰り返しで、会場内はワイワイガヤガヤしていました。

食事はバイキング形式で、１０時頃食べ始めました。そのあと、ブラジ

ルでは恒例のハネムーンの資金集めがスタート。新郎のネクタイの切れ

端を売り歩くそうですが、今回は代わりに小さいネクタイを配っていま

した。おもちゃのラッパを鳴らして客席を回っていくのですが、そのう

るさいこと。男性招待客の有志たちが男性客たちに売り歩き、Ｒ＄５の

人もいればＲ＄１００出す人もいました。その結果、今回集まった資金

はなんとＲ＄５０００（約２５万円）。ブラジルでは大金です！そして

真夜中のブーケトスの後、ダンスパーティがスタート。おもちゃのメガ

ネやネクタイ、カチューシャなどを身につけて、老若男女入り乱れて踊

りました。さすがに疲れた私は深夜２時に帰宅しましたが、その後も朝

まで踊り続けたようで、さすがサンバの国、ブラジルだと思いました。 
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 学 科 時間数 日 数 学 科 時間数 日 数

 ポルトガル語 336 84 ポルトガル語 208 52 

 美 術 112 28 英 語 128 32 

 英 語 256 64 美 術 64 16 

 体 育 112 28 哲 学 64 16 

 数 学 336 84 社会学 64 16 

 自然科学 256 64 体 育 64 16 

 歴 史 256 64 数 学 208 52 

 地 理 256 64 化 学 128 32 

 合 計 1920 480 物理学 128 32 

    生物学 128 32 

    歴 史 128 32 

    地 理 128 32 

    合 計 1440 360 

 

 

 

 

 

 

 
 
 先生になるためのクラスがあるという Estadual 州立学校を

訪問しました。この学校には、５年生～８年生と高校１～３年

生までの生徒がいますが、先生になるためのクラスは高校４年

間あります。午前７：３０～１１：５０まで５０分の授業を５

時間行い、午後から市内の学校現場でサポートをしながら、実

践を積み重ねています。高校１年から４年になるにつれて、担

当が幼稚園、初等学校１年～５年へと変わり、全ての学年を経

験できるようになっています。また、教員採用試験に合格して

いる生徒もたくさんいるそうです。早い段階から教育現場を体

験できるシステムとなっており、教師をめざす生徒だけでなく、

子どもたちにとっても、いい刺激になっていると思いました。 

 

 

 

 

 

 大人のための学校という CEEBJA を

訪問しました。この学校では、日本の中

学校にあたる６年生～９年生と、高校の

卒業資格をとることができ、全て無料で

す。午前、午後、夜の部に分かれており、

それぞれ４時間授業が行われます。夜の

部では夕食も出してくれます。授業形態

も自主学習型と一斉授業のどちらかを

選ぶことができます。早い人だと２年で

資格がとれてしまうらしく、仕事をして

いる人にとっては、とても助かる学校だ

と思いました。 

６年生～９年生の必修科目 高校（１年～３年）の必修科目 

※途中編入の場合は、それまで学習してき

た時間数を差し引いた、残りの時間数分

を学習することになる。 
※上記の科目以外に、美容師や事務職関係

の資格をとることもできる。 

  

 

 

 

 



 

 先週の木曜日から始まったパラナヴァイ市の初等学校体育大会。今

週は、ケイマ（ドッジボール）、Percurso motor（障害物リレーの

ようなもの）、チェス、綱引きなどが行われました。どの学校もメダ

ル獲得に向けて、チーム一丸となって燃えていました。 

日本の小学生が大好きなケイマは、選手１０人で８分間の試合でし

た。ルールは少し違っていて、最初のボールは外野からスタート。内

野の選手はボールがあたったら外野にいきますが、一度外野にいくと

内野には戻ることはできません。また、外野の人数は最大３人までな

ので、それ以上になるとコートからでないといけないというルールで

した。試合を見ていると、内野の人数がどんどん減っていくので、勝

敗がわかりやすかったです。 

また、今年から始まったという Percurso motor は、１チーム６人のタイムレースでした。６人の

児童がそれぞれ６種類の種目に挑戦するのですが、初めての競技ということで、各学校の先生がつき

っきりで指示をだしていました。女子から始まった試合も時間がかかり過ぎてしまったらしく、後半

の男子はクリアする回数を減らすなどして急きょルールを変更。勝敗に影響がでるのではないかと心

配しましたが、先生たちはあまりこだわっていないようでした。 

どの競技も多くの児童がメダルをもらえるようなルールになっており、一人で２～３個メダルをも

っている子もいました。ただ、 

子どものもつ運動能力だけ

で行われている大会のよう

にも感じたので、子どものた

めには事前の練習をもっと

するべきだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

    先日、日本のおもちゃを授業で作ろうと思い、テープを買い

に行きました。レジでお金を払うとテープとなぜかあめをくれました。

れにはブラジル流の理由がありました。それは何でしょう？ こ
 

①「ご来店ありがとうございました」 

②「おつりの代わりです」 
③「あたりが出ると、割引します」 

答え：②（このテープの値段はＲ＄1.99 で、私はＲ＄2 払いました。おつりはＲ＄0.01。しかし、現在ブラジルでは

１センターボはあまり流通していないため、代わりにあめをくれました。おつりがＲ＄0.02 だとあめ２個で

すよ。またお店によっては、四捨五入して計算するところもあるので、おつりがない時もあります。） 

 


